
【資料５】ターム物リスク・フリー・レートの確定値公表に向けたスケジュール 

2020年 2021年

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

検討委員会・タスクフォー

ス等

算出方法精緻化

透明性向上

●付属情報開示

OIS取引活性化に向けた

取り組み

制度面の動向

当局動向

ガバナンス体制構築

※１　遅くとも2021年半ばまでの確定値公表を目標としているが、前倒しでの公表も想定される。それに伴い、全体のスケジュールも線表対比早まることが想定される。

※３　欧州域内利用については、特定金融指標規制への対応と並行して進めていく予定。

※２　原則として、システム障害や自然災害等の発生時等のバックストップとしての使用に限定することとなるか。

●ターム物SG

参考値公表（週次） 参考値公表（日次） 確定値公表

●タスクフォース

●市中協議（ロードマップ等）

●QUICKセミナー

●本邦Dear CEOレター

●ブローカーからの

ヒアリング

Indicativeデータの利用縮小

ディーラーによる気配値呈示増加

OISの実取引増加

Indicativeデータの利用

●Indicativeデータの利用

縮小に向けたルール策定

確定値算出のための使用を前提とした気配値の呈示継続

気配値の質向上

●ヘッジ会計公開草案

●気配値呈示に係る責任の

線引き明確化

想定元本の呈示をはじめとする市場慣行の整備

※１

※２

OISの取引需要拡大に伴う市場慣行の整備等

●特定金融指標・特定金融指標

算出者として指定 ※３

QUICK社における社内検討

業務規程の作成
ブローカーへのガバナンス体制の構築に関する検討

外部監査委員会の設置

●業務規程認可申請

業務規程認可申請に向けた検討

 

 

 


